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中国のキンバｰライトとダイヤモンド

岸本文男(鉱床部)

FumioKIs亘IM0T0

中国の地球科学関係の雑誌か続々と資料室に到着する

ようにたった.いままで資料不足に悩んでいただけに

狂が狂が読みきれないことも嬉しい悲鳴というこの頃

である･4-5年前に較べ鉱床名や鉱山名を明記し

た論文カミ現われてきただけでなくその数を増している

ロリュフアｰソイソ

ことはまさに“熱烈歓迎"である.

その多くの論文のなかで最近とくに目につくよう

になったものの一つに中国の金伯利岩(キンバｰライト)

に関する研究報告がある.

その主な論文をいくつか挙げてみよう･原文の中国

略字はポイント探しが大変とのことなので日本漢字に

代えてある｡

董振信･周剣雄(1980):我国金伯利岩中銘鉄鉱的標型

特徴及其探鉱意義:《地質学報》第4期284-299頁

張培元･斉玉興･胡鴻鋳(1980):遼南合金剛石金伯利

岩形成的地質条件:《地質論評》第26巻第1期30-

34員

長春地質学院･建材701藤聯合科研組(1979):金剛石

電磁液体静力分選機的原理写実践:《長春地質学院学報》
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第4期135-150頁

張儒襲･楊美蛾(1979):石榴石的計算方法一“金伯利

岩及有関岩類中的榴石"一文補遺:《地質科学》第1期

98-99頁

張儒襲･楊美蛾･胡嘉瑞(1978):金伯利岩及有関岩類

中的石榴石:《地質科学》第2期134-148頁

襲瑛(1975):某金剛石蹟普査勘探工作的一些経験:

《地質学報》第2期101-106頁

劉乗光･張儒媛(1980):華北地区金伯利岩的幾個地質

問題:“華北断塊区的形成与発展"中国科学院地質研究

所･国家地震局地質研究所科学出版社北京

今回これらの文献から中国のキンバｰライトとダイ

アモンドについて概括し紹介することにした.参考

になれば幸いである.

中国でキンバｰライトの調査カミ組織的に行なわれ始め

たのは1972年からのことである｡この間に遼寧省

内での数10体のキンバｰライトの発見をはじめいくつ

かの地方で成果カミあがり長春地質学院などでの選鉱テ
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第1図

関係地名分布図

1一遼寧省昌図県頭道溝

2一遼寧省復県

3一山東省折源県土門

4一山東省臨床県営林

5一山東省酒水県土門

6一河北省刑台市

7一河北省甘隅市

8一河南省安陽市

9一山西省臨海県土門

10一陣酉省山陽県土門

11一湖北省員噴酉県土門�
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1)常馬庄芽漆

明泉湾

これらの地名を各省の

地図上で確認することは

できなかった.

2)頭道溝

この地名は“遼寧省地

図"(1/160万)でやっと発

見した･この頭遣溝は

昌図県にあって白亜

系分布地域のほぼ中央部

に位置しキンバｰライ

ト分布範囲(第3図)に入

ってい狂いので別のも

のらしい.本ものの位

置については不詳である.

第2図中国におる震旦系と先震旦系の分布

(中華人民共和国地質図等!973にもとづいて編集)

ストも上首尾に終り今や生産がすでに始まっているか

始まろうとしている段階にある.

亙.概況

中国のキンバｰライトは主として中生代と古生代に形

成され比較的安定した剛性地塊とくに古期の卓状地

と層状地に存在し空間的には大型断裂構造に規制され

ている｡そのキンバｰライトは一つの郡あるいは一

つの帯を形づくって分布するのが特徴で個々のキンバ

ｰライト岩体は岩筒岩脈の形を示しごくまれには岩

床状を示すものもある･主な岩種は塊状キンバｰライ

ト(斑状型細粒型合岩球型の3タイプ)キンバｰライト

角礫岩キンバｰライト凝灰岩の3種である･その造

岩鉱物は主としてかんらん石(大部分は蛇紋石化)と金雲

母からなり少量の透輝石微量のクロム鉄鉱パイロ

ｰプ(紅りゅう石)チタン鉄鉱灰チタン石鋭錐石

燐灰石などを伴っている.

亙亙.産地

上記の文献に記されている産地名は次の通りである.

チヤソ守一チュアｰソトウタ女ヨｰウヤチｰミソチユ7ソワｰソトゥｰ'ソ

常馬庄頭道溝芽漆明泉湾土門

シソ歩イバソクｰソア】ソヤン

山東省中･西部地区河北省那台･郡軍医･安陽西

方地区遼寧省復県地区

3)土門

土門という地名は湖

ユソツｰサソ

北省郎西県山西省臨

フ呈一ソツヤｰソヤソシシュｰイイ里ワソ

扮県陳西省山陽県山東省酒水県山東省派源

県などにある.先カンブリア系分布区に位置するのは

後3者キンバｰライト分布区内にあるのは後2者であ

る.したカミって土門という名がかぶさったキンバｰ

ライト岩体は山東省の可能性がもっとも大きい･

4)山東省中･西部地区

本島公司技官が本誌第293号(1979)で紹介された“常

軍ソリソ

林ダイアモンド"(158.7860ヵラヅト)の発見地山東省臨

城県安山の営林はこの地区に入る.河北省の南東縁

もこの地区の一部に加わる･まだ詳細は明らかにさ

れていない.

5)河北省邪台･郎鄭･安陽西方地区

この地区のキンバｰライト分布範囲は第3図に示す

通りである.

6)遼寧省復県地区

現在のところこの地域では3帯の含ダイアモンドキ

ンバｰライト帯が発見され数10体のキンバｰライトの

岩筒と岩脈カミ発見ずみである(委細ま下記)･

IH.産状の一例

中国のキンバｰライト賦存地区の一例として比較的

詳しい記載がある遼寧省復県地区をとりあげてみよう.�
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1.地質の概況

フアベｰイリアオトｰソフチ目一専

この地区は華北卓状地の遼東隆起帯の復州携

下凹地区に位置し(第4図)NNE-SSWの大きな断裂が

大まかな境でその東側は遼東層状地の長期にわたった

隆起区であって先震旦系の変成岩類で構成され大規

模に燕山期の花開岩が貫入している｡西側は復州擁下

凹地区で震旦系にはじまる堆積層に被覆され火成活

動は激しくなかった｡

1)地層

復州携下凹地区の基盤は凹地区東部に広く分布し始

生界の鞍山層群と原生界下部統の遼河層群の混成花筒岩

斜長角閃岩各種の片麻岩･片岩類からなる(同位体年

代は1,62!-2,293m.y.).

堆積被覆層は2大堆積構造階す恋わち震旦系一二

畳系堆積構造階とジュラ系堆積構造階に区分される･

そして前者は震旦系の砂岩礫岩頁岩炭酸塩岩

カンブリア系一オルドビス系中部統の砂岩頁岩凝灰

岩石炭系一二畳系の砂岩泥灰岩を爽んだ頁岩炭層

などで構成され厚さは一般に1,500-2,000m最大

6,O00-8,000mである.

後者はキンバｰライト帯の東側の断層陥没盆地に主と

して分布しジュラ系の砂岩頁岩薄い炭層を爽んだ

礫岩火砕岩で構成され層厚の変化がいちじるしく
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第4図

先震旦系7δ花闇閃緑岩

震旦系一二畳系/深在断層

ジュラ系/断層

第四系團塩基性岩体

花商号画1キンバｰライト岩筒･岩脈

閃緑岩Iキンバｰライト帯番号

遼寧省復県キンバｰライト地区地質略図

(原図:張培元ほか1980)
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第3図華北地域キンバｰライト分布区

(原図:劉重光ほか1980)

1一断層地塊･榴曲隆起帯

2一隆起帯

3一堆積被覆層を伴う隆起帯

4一挺下凹地

5一キンバｰライト分布範囲

6一一深在断層

最大の層厚は5,700mである.

これらの地層を蔽って第四系の砂･泥･礫層が分布

するがその厚さは1-10mにすぎない.

2)地質構造

基盤の主な形態は摺曲と断裂でその形態は先震旦紀

に形づくられ凹凸に富んでいる.空中磁気探査(第

5図)など主に間接的な調査の結果を用いてたとえぱ

目一ソ=ソワソチアｰリｰソフチ目一歩チュソソｰソシユ

北から南に永寧一万家嶺古隆起復州城一松樹

チャｰソツｰソタｰオフｰフ7ソチアソブリタオシホイ

古凹地長興島一瓦房店古隆起狐狸套一石河野

古凹地などの小さ狂構造単元の区分が行われている

(第6図)･

キンバｰライトはその多くが古隆起と古凹地の境界

部に存在する.

この携下凹地の基盤構造の主方向は東西に近く片麻

岩類の片麻構造の方向はN70-90.Wであり復州城一

松樹と狐狸套一石河駅の二つの古生代堆積盆地の方向性

も東西に近く震旦系一二畳系の堆積被覆層の等厚度線

も東西に近い方向に伸びている.

堆積被覆層の堆積構造は単純である･この擁下凹地

は震旦紀以降長期間にわたり比較的安定した地域で

構造運動型式としてはおだやかた上昇と沈降カミ主とた

っている一しかしキンバｰライト帯の付近では主

方向カミ東西に近い小規模な務上･携下ゆるやかな背

斜と向斜など卓状地型の小摺曲を形づくっている｡全

体としては堆積被覆層は傾斜5-15｡で平らに分布し�
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斗磁場正1負ムかんらん石はんれい岩岩体

j'1キンバｰライト岩筒と鉱床

圃』かんらん石玄武岩岩体

第5図遼寧省復県周辺地区の室中磁気異常とキンバｰ

ライト･塩基性岩分布概要図(原図:張培元ほか

���

これをきる断層はあまり発達していないがキンバｰラ

イト形成前の断層にはNW-SEとE-Wの2方向のもの

カミあって両断層の交会部にキンバｰライト岩筒が形成

されていることか多い｡

キンバｰライト形成後の断層は比較的多く主にNE

-SW方向とNEE-SWW方向を示しキンバｰライト

岩体をきり部分的に破砕している.

3)火成活動

この擁下凹地と東部の層状地における火成活動の主な

時期は燕山期で一部はインドシナ期である.その岩

種と貫入方式はところによって異在り東側の層状地部

分では燕山期の花嗣岩と花開閃緑岩が主で多くはバソ

リスと岩株を形づくる･西側の擁下凹地では火成岩

は比較的少ないカミその中で多いのはかんらん石玄武岩

玄武岩ランプロファイアｰ輝緑岩で流紋斑岩もみ

られる･その多くは岩脈岩床を形づくりNE-SW

方向に配列するカミｰ部はNW-SE方向に分布する.

NE-SW方向の岩脈はキンバｰライトをきっている.

狐狸套話麟長興島鵠復卸簿樹1議嶺11戸1苧帯

舳000警･ぴ

一琴義薮1τ1澱軟1.

∵胃一㍗揖◆1･十山

第6図復州擁下凹地基盤の古隆起･古沈降部の模式断面

(原図:張培元ほか1980)

1一炭酸塩岩2一頁岩3一派灰岩

4一合礫砂岩5一礫岩6一混成花商片麻岩

2･キンバｰライト岩体の特徴とその分布

キンバｰライトは復州捷下凹地の中央部付近に分布し

て3帝の含ダイアモンドキンバｰライト鉱床帯数10

のキンバｰライト岩体で構成され一一つのダイアモンド

鉱床田をつくっている.

この鉱床田範囲内の地貌は比較的平坦で標高50-

100mの侵食一削剥低丘陵区である.

キンバｰライト岩体は先震旦系片麻岩類をきりさら

にその大部分は震旦系の砕屑岩･泥灰岩層中に存在し

一部はカンブリア系一オルドビス系の炭酸塩岩層中に分

布する･当該岩体と側岩との境界は鮮明で一般に変

質現象は認められない.当該岩体の側岩の層位は一定

し地層の乱れもなく傾斜は10｡前後である.その

岩体の多くはE-Wに近い方向の割れ目密集帯や角礫化

帯すなわち構造的弱帯にあるいは緩摺曲の軸部に胚

胎されている.

すでに述べたようにE-W方向の断層とNW-SE方

向の断層の交会部にキンバｰライトの岩筒カミつくられて

いることカミ多くその岩筒が比較的大型の場合には周囲

に崩落角礫帯が存在する･その角礫帯は第42号岩筒

を例にとると南側と北側に幅およそ25-200m長さ約

300m深さ500m以上にわたって存在しその角礫は震

旦系とカンブリア系の側岩角礫で配列には定向性が全

く認められない.この角礫帯と側岩との境界は鮮明で

あるカミキンパｰライト岩筒との境界は不鮮明である.

キンバｰライト岩筒は灘をなして生じているカミ全体

的には2-3体の岩筒が1群をつくり鎖状に配列し

てその間は流紋斑岩などの岩脈でつたがることカミ多く

配列方向はN75-85.Eである.発見ずみのキンバｰラ

イト鉱床帯3帝はいずれも延長カミ10-15km幅カミ2-

3kmで互いに平行しその間隔は5-7km程度である.

当該岩筒の地表面での形は大部分が楕円形一部カミ

幅広い帯状ないし不規則でその長軸方向とキンバｰラ

.イド鉱床帯の方向は一致する｡なお地表面での岩筒

の面積は数千m2から数万m2である.

垂直断面での岩筒の深部の形は一般に漏斗状で傾斜

は75-80｡に達し深くなるにつれて縮小して一般に深

度300-500mで消えてしまうカミ第42号岩筒は頂部から

600mの深さのところでもまだ続いている.今まで

の試錐の結果では深部で岩脈に漸移する場合が少なく

狂い.

岩筒は地表近くから深部の数100mのところまで側岩

の角礫と深部からの捕獲岩に富みその量は岩筒体積の

およそ20-70%を占めそのうちの堆積被覆層の角礫は

多くが角ばり配列に定向性か庄い.花開岩片麻岩

といった基盤からの捕獲岩ざくろ石一雲母かんらん岩�
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ざくろ石かんらん岩といった深成捕獲岩は一般に球状を

示す.

岩筒中には斑状キンバｰライト含岩球キンバｰラ

イトキンバｰライト角礫岩などの多くの種類のキンバ

ｰライトがあって互いにきり合いそれぞれの境界は

鮮明である.

キンバｰライトの岩脈は岩筒と常に相ともなって現わ

れその数は岩筒の数よりもはるかに多く圧倒的大部

分が走向N60-80.Eで形は単純であり変化もない.

一度尖滅してもまた現われるのが特徴で尖滅部分カミ方

解石脈に替ることもある｡このキンバｰライト岩脈の

規模は延長が一般に200-500m最長1,400m幅がO.3

-0･7m深さが一般に50-200mである.

3.生成期

復県地区のキンバｰライトの生成期についてはまだ

定説がない･キンバｰライトと地層の接触関係からカ

ンブリア紀中期のあとジュラ紀のまえとする説キン

バｰライトと火成岩の貫入･被貫入の関係から燕山運動

のまえとする説キンバｰライトの同位体年代(K-A･

法による755m.y.一264m.y一多くが300-400m.y.)からシ

ルル紀一デボン紀とする説の3説がある.

最近ではこれら3説を総合的に検討し直して生成

期はインドシナ造山期とする考えが強くなっている.

w.ダイアモンド

中国のキンバｰライト中および漂砂鉱床中のダイアモ

ンドの産状についてはほとんど何も発表されていたい.

含有率や埋蔵量は知りたいところであるが残念なカミら

極秘のことらしい｡

ここで述べられることはごくわずかであるカミヒント

にも放れば幸いである.
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1)粒度

遼東半島の復県地区のものと思われる原鉱の選鉱テス

トが行われその結果か報告されている(長春地質学院

1979).それによると一0.5+0.2㎜mの“細粒

級"ダイアモンドが産出ダイアモンド中もっとも高い割

合を占める.

2)含有率と電磁液静電選鉱

原鉱の合ダイアモンド率は不明であるが浮選精鉱の

ダイアモンド含有率はO.1%前後である.しかし標

記の選鉱を行って1kg当り2,160.6mg-2,378.8mgの

ダイアモンドを含んだ精鉱が得られた.その実収率は

93.7-98.68%であるという.

とくにダイアモンドの含有率が高いキンバｰライトの

賦存地区として地名が明らかにされているのは前述の

常馬庄と頭遣溝低品位地区が芽漆低低品位ないし不

毛地区が明泉湾と土門である.

y.おわリに

中国にキンバｰライトがあるのかどうかあるとした

らどこかそれはダイアモンドを含んでいるか含んで

いるのならその含有率はどれほどかなどなどについ

ては今までさまざまに取沙汰されていた･この一文は

それらの疑問の一部には答えられたかと思う.

我が国内外の鉱物資源についての情報を集めそれぞ

れの実態を把握し発表することを一つの任務とする部

門に属しなカミら人手の不足をかこっているだけでは仕

事が進まない.さらに一念発起して“不詳"に答え

たいと願っている.�


